
　この映画は岩手県宮古市に根拠地を持つ黒森神楽（国指定無形重要民俗文化財）の巡行を軸に、江戸
の初期より続く祈りの神楽と、東日本大震災後の沿岸の人々の願いを描く作品です。2017年8月以来、ご

当地の旧みやこシネマリーンで公開以来、沿岸部を中心に多くの方にご覧いただいています。	


	


　繰り返し津波が襲って来た三陸にあって、数百年間、安寧と鎮魂の祈りを続けて来た神楽衆の姿。そして
東日本大震災のあとも途切れる事なく神楽を迎え入れ、たくましく生きる海辺の人々の営みが大きな感動

を呼び、盛岡・東京・全国へと上映の輪が広がりつつあります。	


　作品には、幾多の災害をのりこえ伝えられて来た岩手の文化や伝統の尊さを再認識したとの声がたくさ

ん寄せられています。幼い頃に神楽の来訪を楽しみにしていたというシニア層の皆様にも喜ばれています。	


	


　そこで、よりたくさんの方に作品をご覧頂きたく自主上映の受付を開始いたします。公民館や交流セン

ターでの催事、学校教育機関での上映、イベントやシンポジウムのプログラムとしてぜひ『廻り神楽』の上映
をご検討ください。	


　自主上映の運営全般、予算に関するご相談も受け付けておりますので、何なりとお気軽にお問い合わせ

ください。	


	


◯まちづくり・まち育てのイベントで　◯公民館や公共ホール等での催しに　◯郷土芸能を守り伝える方々の集いに	


◯教育・公共機関でのイベントやシンポジウムに　◯東日本大震災のメモリアル行事にて　上映をご検討ください	
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　三陸の大津波を生き抜いた神楽の物語�
�

　2017年/日本/94分　監督：遠藤協・大澤未来	

　キネマ旬報2017文化映画ベストテン作品�
�
★  2018年    1月20日（土）から東京・ポレポレ東中野ほか全国順次公開�
  �
　岩手県宮古市に根拠地をもつ黒森神楽は、江戸の初期から３４０年以上、三陸海岸の
久慈・釜石間１５０㎞を巡り続けて来た。�
　正月になると神楽衆は、黒森山の神霊を宿した権現様と旅に出る。民家を一夜の宿と
して、座敷で神楽を演じ、亡き人には神楽念仏を唱える。繰り返し繰り返し津波が襲っ
て来たこの地で、神楽衆は何百年ものあいだ、自然と人々の間を取り結ぶ役目を果たし
てきた。�
　ザシキワラシやオシラサマ、神々や精霊が今も息づく豊かな三陸の海辺を巡る神楽衆。
その通い路に、津波のあとの「海の遠野物語」が紡がれる。被災から６年後の海辺の
人々の願いを描くドキュメンタリー。�
�
　2012年から岩手県宮古市の「震災の記憶伝承事業」に参加した遠藤協と大澤未来が制
作に取り組み完成させた。�

（株）ヴィジュアルフォークロア　担当:遠藤　	

〒160-0022 東京都新宿区新宿1-12-12 オスカカテリーナ3F　	

TEL:03-3352-2291　FAX:03-3352-2293 E-MAIL：info@vfo.co.jp	




① 上映日程の調整・・・自主上映の受付は、映画館での上映が終了した地域や映画館での上映が行われない地
域から順次開始します。同地域・同時期に他の自主上映の申込があった場合は、先着受付順となりますので、日程
の調整をお願いする場合があります。映画公式サイトに記載がなくても、上映を計画している場合がありますので、
必ず事前に上映スケジュールの問い合わせをお願いします。お問合せの際は【作品名】【上映地域】【上映予定日】

【上映会場】【上映回数】【会場の席数】【有料／無料上映】【想定する観客】【上映会の宣伝エリア／方法】 などを具
体的に記載いただくと、手続きがスムースです。スケジュールの確認・調整後に返答いたします。  
 

② 上映料金・・・1日目の上映は、基本上映料金50,000円（税抜）です。 
　　　　※ 1日何回上映しても基本上映料は50,000円（税抜／100名まで）です。  

　　　　2日目以降は基本上映料が25,000円（税抜／50名まで）となります。 
 
　　【1日のみ／総動員数100人まで】＝基本上映料金50,000円（税抜） 
　　　　※ 総動員数が101人以上の場合は【越えた人数×300円（税抜）】を基本上映料金に加算します。 
　　　　例）1日のみの上映で、総動員数が150人の場合 

　　　　越えた人数50人×300円（税抜）＝15,000円（税抜）の加算で、合計65,000円（税抜）が上映料金となります。  
 
　　【2日間の上映／総動員数150人まで】＝基本上映料金75,000円（税抜） 
　　　　例）2日間の上映で総動員数が200人の場合 
　　　　基本料75,000円（税抜）+越えた人数50人×300円（税抜）＝15,000円（税抜）の加算で、合計90,000円（税抜） 

　　　　が上映料金となります。  
 

③ 上映素材・・・Blu-rayディスクとDVDの2種類からお選びください。ディスクの再生器・プロジェクター・スクリーン・
音響設備等は主催者がご用意下さい。原則として上映会の1週間前に素材をお送りしますので、届き次第速やかに

映写チェックをお願いします（再生器で正しく再生できるか作品の最後までご確認ください）。  
 

④ 宣材物・・・上映用の宣伝材料を以下の価格で販売します。  

　　■下白B5チラシ（100枚/税抜700円） ※100枚ごとのセット販売です。 
　　　　※裏面の最下部に約2センチの白地があります。そこにプリンターで上映会情報を印字してご使用ください。  
　　■B2ポスター（1枚/税抜200円）  
 

⑤ 独自にチラシ・ポスター・チケットなどを制作する場合・・・映画の静止画像・タイトルロゴなどのデータを無料

でお貸ししますので、下記アドレスまで申し込みください。※印刷前にレイアウトを一度確認させていただきます。 
 

⑥ 物販について・・・パンフレット（作成中につき詳細は要問合わせ）の委託販売を受け付けます。注文受付後、

上映素材と一緒にお送りします。残数は上映素材と一緒にご返却ください。販売数×委託価格をお支払いいただき
ます。なお、返送時に折れ・ヨゴレ等が発生した場合はその分もお支払い頂きますので、丁寧な梱包をお願いします。  
 

⑦ 送料 
◆チラシ、ポスターなど宣材物の送料は主催者がご負担ください。  
◆上映用素材・パンフレットについて・・・送付時の送料はヴィジュアルフォークロア負担／返却時の送料は主催者
負担でお願いします（着払い返却で、後日送料を精算することは出来ません）。配送会社の指定はありませんが、
万が一上映用素材・パンフレットが配達中に紛失されると弁償していただくこともありますので、追跡可能な方法で
返却をお願いします。  

 

⑧ 精算について・・・上映会終了後1週間以内に、上映用素材と合わせて、送付時に同封の上映報告書をご返送
ください。上映報告書に基づき請求書を発行致しますので、請求書に記載の指定銀行口座にお振込み下さい（恐れ
入りますが、振込手数料は主催者ご負担にてお願いします。）※宣材物・物販・送料のご精算も上映料とあわせて、

上映会終了後に一括で行います。銀行振り込み明細書をもって領収書の発行に代えさせていただきます。  
 
 　　　　　　　　お申し込み&お問合せ　 （株）ヴィジュアルフォークロア　担当:遠藤　E-MAIL：info@vfo.co.jp 
　　　　〒160-0022 東京都新宿区新宿1-12-12 オスカカテリーナ3F　TEL:03-3352-2291　FAX:03-3352-2293 	


自主上映のご案内	

2018.1.17	




①はじめに・・・自主上映の受付は、映画館での上映が終了した地域や映画館での上映が行われない地域から順次開
始します。同地域・同時期に他の自主上映の申込があった場合は、先着受付順となりますので、日程の調整をお願いす
る場合があります。映画公式サイトに記載がなくても、上映を計画している場合がありますので、必ず事前に上映ス
ジュールの問い合わせをお願いします。お問合せの際は【作品名】【上映地域】【上映予定日】【上映会場】【上映回数】【会
場の席数】【有料／無料上映】【想定する観客】【上映会の宣伝エリア／方法】 などを具体的に記載いただくと、手続きが
スムースです。スケジュールの確認・調整後に返答いたします。  
 

②上映料金・・・1日目の上映は、基本上映料金80,000円（税抜）です。 

　　　　※ 1日何回上映しても基本上映料は80,000円（税抜／200名まで）です。  
　　　　2日目以降は基本上映料が40,000円（税抜／100名まで）となります。 
 
　　【1日のみ／総動員数200人まで】＝基本上映料金80,000円（税抜） 
　　　　※ 総動員数が201人以上の場合は【越えた人数×300円（税抜）】を基本上映料金に加算します。 
　　　　例）1日のみの上映で、総動員数が250人の場合 
　　　　越えた人数50人×300円（税抜）＝15,000円（税抜）の加算で、合計95,000円（税抜）が上映料金となります。  
 
　　【2日間の上映／総動員数300人まで】＝基本上映料金120,000円（税抜） 
　　　　例）2日間の上映で総動員数が350人の場合 
　　　　基本料120,000円（税抜）+越えた人数50人×300円（税抜）＝15,000円（税抜）の加算で、合計135,000円（税抜）が 
　　　　上映料金となります。  
 
③上映素材・・・Blu-rayディスクとDVDの2種類からお選びください。ディスクの再生器・プロジェクター・スクリーン・音響設
備等は主催者がご用意下さい。原則として上映会の1週間前に素材をお送りしますので、届き次第速やかに映写チェック
をお願いします（再生器で正しく再生できるか作品の最後までご確認ください）。  
 
④宣材物・・・上映用の宣伝材料を以下の価格で販売いたします。  
　　■下白B5チラシ（100枚/税抜700円） ※100枚ごとのセット販売です。 
　　　　※裏面の最下部に約2センチの白地があります。そこにプリンターで上映会情報を印字してご使用ください。  
　　　　『廻り神楽』『海の産屋』『交叉する震災と芸能（２部作セット）』それぞれのチラシがあります。 
　　■『廻り神楽』B2ポスター（1枚/税抜200円） 　■『海の産屋 雄勝法印神楽』A2ポスター（1枚/税抜200円） 
 
⑤独自にチラシ・ポスター・チケットなどを制作する場合・・・映画の静止画像・タイトルロゴなどのデータを無料でお貸しし
ますので、下記アドレスまで申し込みください。※印刷前にレイアウトを一度確認させていただきます。 
 
⑥物販について・・・『廻り神楽』パンフレット（作成中につき詳細はお問い合わせください）の委託販売を受け付けます。注
文受付後、上映素材と一緒にお送りします。残数は上映素材と一緒にご返却ください。販売数×委託価格をお支払い頂
きます。なお、返送時に折れ・ヨゴレ等が発生した場合はその分もお支払い頂きますので、丁寧な梱包をお願いします。  
 
⑦送料 
◆チラシ、ポスターなど宣材物の送料は主催者がご負担ください。  
◆上映用素材・パンフレットについて・・・送付時の送料はヴィジュアルフォークロア負担／返却時の送料は主催者負担で
お願いします（着払い返却で、後日送料を精算することは出来ません）。配送会社の指定はありませんが、万が一上映用
素材・パンフレットが配達中に紛失されると弁償していただくこともありますので、追跡可能な方法で返却をお願いします。  
 
⑧精算について・・・上映会終了後1週間以内に、上映用素材と合わせて、送付時に同封の上映報告書をご返送ください。
上映報告書に基づき請求書を発行致しますので、請求書に記載の指定銀行口座にお振込み下さい（恐れ入りますが、振
込手数料は主催者ご負担にてお願いします。）※宣材物・物販・送料のご精算も上映料とあわせて、上映会終了後に一
括で行います。銀行振り込み明細書をもって領収書の発行に代えさせていただきます。  
 
 　　　　　　　　　お申し込み&お問合せ　 （株）ヴィジュアルフォークロア　担当:遠藤　E-MAIL：info@vfo.co.jp 
　　　　　　　〒160-0022 東京都新宿区新宿1-12-12 オスカカテリーナ3F　TEL:03-3352-2291　FAX:03-3352-2293  
	


２部作セット自主上映のご案内	
＋    　	
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　　　　　　　　　　　　　〈人と地域がつながる自主上映会を開催してみませんか〉  �

�

①  上映実行委員会の結成・・・  �
　・まずは、賛同者や仲間を増やして上映実行委員会を結成しましょう！�

　・地域・職場・学校などで個人や団体に広く呼びかけ、一人でも多くの方に活動内容を知ってもらいましょう。  �

　・事前のプレ企画で試写会や勉強会を開催し、作品に対するイメージを深め、仲間を広げましょう。  �

�

②  上映会の計画をたてる・・・  �
　・上映目的を設定  ：  みんなでどんな上映会にするか話し合いましょう！�

　・  会場の予約  ：  予定観客数・客層・場所に合わせて確保。�

　・  日時の決定  ：  事務局に確認（先着順に受け付けます）のうえ、決定。  �

　・  予算組み  ：  諸経費を書き出し、入場料の設定を行いましょう。  �

　・  設備を確保する  :  プレーヤー、プロジェクター、スクリーン、音響機材等  �

　・  関連団体・行政・自治体・企業等への呼びかけ／後援・協賛・協力の申請や要請  �

　　　　※  会場費の減免、関係掲示板への貼付などの待遇を受けられるようになることがあります。  �

　　　　※  教育委員会に後援をもらうと学校へのチラシ配布が可能になる場合ありがあります。�

　　　�

　　【  上映会開催にかかる諸経費  】  �

　　　◆上映料金（映像素材貸し出し料金）　　◆映写費用（機材・スクリーン・技師…）�

　　　◆会場費（会場使用料・附帯設備使用料…）  　　◆宣伝費普及費（宣材購入・作成費…）  �

　　　◆事務局費（通信費・会議費・消耗品費…）  など�

�

③  宣伝・普及する・・・  �
　・  チケットはできるだけ、前売で事前に買ってもらいましょう。  �

　・  ポスター・チラシは早めに配布しましょう。（関連団体・公共施設、地域の店舗など・・・）�

　・  マスコミを活用しましょう。�

　　　（新聞地方版、自治体広報誌、協力団体会報、地域FM局、地域ケーブル  TV  局、ミニコミ誌・HP・・・）�

�

④  上映会当日までに・・・  �
　・  役割分担と要員確保  ：  受付・場内整理、司会、挨拶（主賓・来賓）、書籍、物販販売の準備など。�

　・  上映素材の確認⇒当日使用する機材で事前に試写を行って下さい（作品の最初から最後まで）。�
　・  ディスクの再生は専用プレーヤーで行ってください。（PC  での再生は映像が飛ぶなどの問題が多いため不可）�

　・  プロジェクターのスピーカーのみでは音が不十分です。必ず別にスピーカーをご用意下さい。  �

　・  その他  ：  会場看板、舞台吊り看板、アンケート用紙、筆記具、釣銭（当日券・物販用）などの準備。  �

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒いよいよ上映会！�
�

⑤  上映会が終わったら・・・  �

　・  「上映素材」および「上映報告書」を事務局へ返送（１週間以内）�

　・  チケットの回収と集金  ：  観客数・総収入の確定  �

　・  上映貸出料・宣伝費の納入、諸経費の支払い、収益の確定  �

　・  アンケートの整理と反省会、支援協力者へのお礼など�

　　　　　　　　　　　　　　　　　…観客、主催者、それぞれどのように感じた上映会だったでしょうか？�

　・  アンケートは地域の方達とつながるためにも実施すると観客の手応えが返ってきます。�

�

　　　※  当日の資料やアンケートなどは今後、全国への映画普及のうえで、大変貴重な資料となりますので、�

　　　　　ぜひコピーを一部、事務局までお送りいただけたら幸いです。  �

�

自主上映会開催の手引き�
2017.11.20	



